第　35回　施設処遇検討会議　議事録　Ｈ22.1.11

H　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・長谷部S.G.M・三浦とし子・須々田珠実　　

小笠原嘉紀・馬渕豊子・木村春子・上平ユリ子・中村文洋

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・末政絵美・兵藤拓明・福士一・竹内一貴・小坂和子)
記　録：中村　文洋

議題

１：大下良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：小野寺ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について

３：馬場勝弘様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：大下良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞

1 社会性が低い

・買い物の仕方について

介入方法

⇒・本人と買い物の前に事前に、どのような流れで買い物を行い、どの部分に気をつけなければいけないのか確認し、その場になってから本人が混乱しないようにする。

・サンデーなどまだ本人が慣れていない場所については、スタッフが同行に、その都度必要な支援を行っていく。

・本人と面談を行い、どの部分ができないのか確認を行っていく。

2 金銭管理

・計画的な利用ができない

・小銭がうまく使えない

介入方法

⇒・面談を行い、必要なものを明確にし、本人に提示をおこなっていく。

・金銭の使用使途について本人と確認し、無理のなく生活を行えるように支援する。

・小銭が上手く使えない部分がある為、必要に応じて個別のＳＳＴを行っていく．

・財布が３つあり混乱している様子があるため、１つの財布で管理できるよう支援をしていく。

＜評価＞

· 会話の疎通性の不良や確認行動の頻回さについて、日常的なものか病状悪化時のものか一つの場面を捉えるのではなく、全体を観た上で判断を行っていく。

· 本人が生活上何を改善していきたいのかニーズを引き出し、訓練項目の優先順位をつけていく。ここでつけた優先項目についてはＳＳＴの場面設定を考え、繰り返し訓練を行っていく。

· 本人は、几帳面さなどこだわりが強い為、是を訓練に結びつけた効果的な訓練も検討していく。

２：小野寺ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：高脂血症

＜問題点＞

1 健忘が著明となってきている。

　（月日・場所が分からなくなる。日課等が行えない。）

介入方法

⇒・主治医へ定期的に現状を報告する。

・本人とカレンダ－を作成して毎日、日付を確認しあう。本人の好きな活動を提供し（手芸等）一緒に行う等、余暇の趣味活動を拡大していく。

・名前を付け置き場所を定着させ、本人と確認する。

・方向が分からなくなっている事から移動時や本人の行動に十分配慮する。（デイナイトへも依頼。）

・事前に日課の確認をし、手順を説明しながら自分で行える事は行って頂き、できない場合は、スタッフが介入し一緒に行う。

②　高齢による身体的機能の低下がみられる。

介入方法

⇒・健康プログラムでの、体重測定をする事で自分の体重に意識を持って頂く。

・プログラム時や朝の体操をしたり、散歩を兼ねて買い物へ誘ったり、手芸で手指を使うなど楽しみながら身体能力の低下を防ぎ、体重増加を防止する

3 保清面（入れ歯の洗浄、入浴準備、整容、自室掃除が出来ない）
介入方法
⇒・入れ歯の洗浄は今後も継続して行っていく。また毎食後、口の中をすすぐように促がし、口臭を防ぐ。

・以前に比べて失禁回数は減っていますが継続して排便状態などを観察し、外出の際などには事前にトイレに行って頂く。

・身だしなみの声掛けを行い、不十分な点はスタッフがアドバイスを行う。

・入浴の際には、着替え・風呂道具の準備の声掛けを行い、出来ていない場合にはスタッフと一緒に行う。洗濯が出来ない為入浴日は一緒に洗濯もできるようにその都度、促しを行っていく。

・自室の掃除に関しては、定期的に声掛けし、スタッフ見守りで行っていく。

＜評価＞
· 間食は殆ど行っていないが、過体重で体脂肪値も高い。ホールでは居眠りして過ごす事が多い為、周辺散策や運動（体操）などを促し活動時間を増やしていく。

· 今後の生活場所についても、検討を行っていく。

３：馬場勝弘様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：知的障害　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

1 愛護手帳や障害者年金の申請をするために支援をして欲しい。

介入方法

⇒・おいらせ町役場、社会保険事務所、病院、出身学校、教育委員会などの関係機関と連携をとりながら、申請手続きをする。
2 なにか困ったときに相談に乗って欲しい。

介入方法

⇒・母との信頼関係を築くため連絡を密に取り、訪問する関係機関に同行支援する等により、信頼関係を築いていく。

・信頼関係を築くことで、頼れる青明舎だとイメージを持っていただき、不安を少しでも和らげる様にする。

＜評価＞
愛護手帳の申請・障害年金の受給が行われた際に、就労の動機付けなどを行い就労意欲の維持・向上を図っていく。







